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ゴミ焼却場洗廃水やニ ッケル メッキ洗水な どに含まれ るホ ウ素は､公共用水域及び地下水

の要監視項 目となっている｡ホウ素は一般に遊離のホ ウ酸またはホ ウ酸塩のかたちで地球上

に広 く分布 しているが､ホウ酸は人体-の障害が知 られてお り､ホ ウ酸排水の処理は重要な

技術課題である｡ホウ酸イオンといくつかの多価アルコールあるいはカテコール からなるキレー ト生成

反応におけるエンタルピー変化およびエントロピー変化の密度汎関数法(B3LYP/3-21G)計算により,カテコー

ルがホウ酸イオンを吸着するキレー ト樹脂のキレー ト部位に望ましいという予測が得られている 1)｡この知

見を元にカテコールをキレー ト部位とした樹脂を合成し,ホウ酸吸着能を検証した｡

クロロメチル化ポ リスチ レン :1 %ジビニルベ ンゼ ン共重合体(1)を基質 として用い､こ

れにエチ レンジア ミン,ついで 3',4'-ジメ トキシアセ トフェノンを付加 し,シッフ塩基 とす

る.これを水素化 リチ ウムアル ミニ ウムで還元 して最後にヨウ化水素酸れによ りエーテル結合

を開裂す ることによりカテ コール導入 キレー ト樹脂が得 られ る｡対照化合物 として､1,2-ジ

オール､1,3-ジオール を導入 したキレー ト樹脂の合成 を､(1)に 3-ア ミノ-1,2-プロパ ンジオー

ル､2-ア ミノー1,3-プロパ ンジオール をそれぞれ作用 させ ることによ り行 った｡

合成 した 3種のキ レー ト樹脂 を用いてホ ウ酸吸着試験を実施 した｡キ レー ト樹脂 10mgを

用い､振 と う温度 を 30℃ ,40℃,50℃ とし､ホ ウ酸溶液 を 10mmol/L,5mmol/L,2.5mmol/L,

1.25mmol/L,Ommol/L各 2mlをそれぞれ加 え､恒温振 とう器 によ り72時間振 とう後,ICP発

光分析でホ ウ素濃度 を測定 した｡結果はいずれの条件においてもホウ酸の吸着は認 められな

かった｡カテコール等のキ レー ト部位 の導入が うま くいっていない可能性 も考えられ､原因

の究明を試みている｡
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